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　桜のきれいなピンクが終わり柔らかい若芽の緑 保護者会会長　林　雅代

と咲き出した藤の薄紫が季節の移ろいを感じさせ 昨年度に引き続き保護者会会長になりました。

てくれます。 子ども達のためにと思って活動をしています。

春は出会いと別れが一度にやってくる季節でもあ にじと風では保護者が中心となっていろいろな

ります。期待と寂しさが混じりあってしまいます。 活動をしています。

昨年度は２つの事業所が増えました。やっと少し 昨年度はみなさんの協力があって無事に絵画展を

落ち着いてきました。一つは子どもたちが雨が降 開催することができました。

っても思いっきり遊べる場所。１つは18歳になっ ご協力ありがとうございました。

た人たちが思いっきり生活を楽しむための場所。 年間を通して資源回収、フリーマーケット、手作

遊ぶ事であったりお仕事することであったり自分 品の制作など、たくさん保護者の力を必要とする

を知り、学ぶ事であったり色々です。自分で決め 時があります。

たい、自分でしてみたい、何より人の役に立ちた 保護者の皆様も、日々お忙しいとは思いますが

いという思いをとても大切にしています。利用し できることからでかまいませんので保護者会の

ている人たちがとても素敵に見えます。 活動にご理解、ご協力をお願いします。

勇気をもって始めた事業ですがまだ毎日これでい 保護者の子への思いと職員の利用者への思いが

いのだろうかと職員と毎日悩みながら過ごしてい 重なり合っているにじと風です。

ます。大人になるまでに、長い方とは就学前から 子の幸せのために大きな声で代弁できる
12年間以上の係わりの中で大人になっても自分の 親になりましょう。

事が大好きで入れるように、嫌なこと、大好きな

事が人に伝えられるように、少し我慢をすればき

っと楽しいことが待っていることがわかるように、

お友達がお互いの事、気に掛けているのだよと分

るように,遊びの中で育んでいけるように、そして

にじと風を卒業しても、いつでも帰ってこれる場 　｢ひよこ宣言｣

所なんだ、と思ってもらえるようにしたいだけの 施設｢にじと風｣の開所式の際に、｢ひよこ宣言｣

事だったのに。成人になった人達に直接係わり続 をつくった当事者たち、保護者、関係者の思いを

けるにはとても大きな勇気が必要でした。大学や 生命ある私たちが継続していきたいと思います。

短大、専門学校のようにさらに大きく巣立って行 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999.7.18）

って行って下さいと願う気持ちとつまらない経済 1.ずうっとこの町で暮したい

構造の中にあたかも放り出してしまうことがどう 　友だちと一緒にいろんなことをしたい

なのかなを考えてしまいます。 　自分のことは自分で決めたい、自分でやりたい

一度に考えないで少しずつ考えることにします。 　でも、どうしても出来ないことは手伝って下さい

４月には入ってきた子どもたちのかわいいこと！

はにかんだり、甘えたり、牽制したり毎日とても 2.今日ここに私たちの新しい場所が出来ました

賑やかです。卒業した人が時々行事に参加して近 　私たちは、ここに閉じこもることなく

況報告してくれる姿も誇らしげです。 　ここを基地として

一人のお人と長くかかわらせて頂く中で、障害福 　新しい一歩を踏み出すことを宣言します

祉サービスだけがその方を支えるのではないと戒

めながら日々研鑽に励みたいと存じます。

平成27年度も変わらずご指導、ご鞭撻下さい

ますようお願いいたします。

にじと風だより
東葉高速鉄道
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